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自治協議会名

班 長 桃井　弘子

参 加 人 数 11

　伊賀市議会議長　様

２ 班

報　　告　　書
令和３年７月２８日(水) １９時３０分 ２１時１５分

　中瀬地域住民自治協議会 開 催 場 所 中瀬地区市民センター

・川を渡ってくる／川から上がってくるシカの対策に苦慮している。

出 席 議 員
桃井　弘子、北山　太加視、森中　秀哲、田中　覚、濱瀬　達雄（班外）

記録・報告者 森中　秀哲

名

【主な意見・提言等】

＜獣害対策＞

・７月21日、県農業改良普及センターおよび市農林振興課担当者が来訪し、説明あり。

・地区で連携をとって対策しないと効果が上がらないことや市補助メニューの説明あり。

・銃を使える有資格者が高畑と羽根に一名ずつおられるのみ。

・シカの被害が多い。とくに大豆が被害を受けている。

（地域づくり推進課で入手した資料で指定管理の概要を説明）

　⇒「区」別に被害額を算出し、それをもって補助の方策がないかを市・県に相談に行く。

＜交通対策＞

　たときの交通機関の確保について危機感が強いという結果が出た。

・廃止代替バス29系統が荒木を通っているが、なぜかバス停が設置されていない。

・「29」で白鳳通り沿いの医療機関に行きたいという地域からの要望がある。

　⇒　バス停設置希望場所についてとりまとめ、具体的に市役所に相談する。

　⇒　地域交通機関確保について、どんな対策がいいのか地域で議論を始める。

＜市民センターの指定管理＞

・２年前に中瀬地域16歳以上の住民にアンケート調査を実施。今後、車に乗れなくなっ

・増加する事務対応、将来の管理料削減が心配。

班長 桃井　弘子

・今後も選択制が続くのか、どこかの段階で必ず指定管理に移行する必要があるのか。

・旧南庁舎が長期間空き家になっている。早く利活用を進めてほしい。伊賀市の一等地。

令和３年７月２８日

　上記のとおり、地域意見交換会の概要について報告いたします。

　　　 令和３年度地域意見交換会

　⇒　来年度から先行する地区の様子を見て判断。

＜その他＞


